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３. 草津市都市交通マスタープラン 

 

３.１ 基本理念・基本方針 

 

これまでに示した草津市における都市交通課題や、上位計画及び関連計画等から交通まちづくり

※の基本理念、基本方針を定め、今後の施策展開の方向性を明らかにする。 

 

 

※ 交通施策を軸として、これからの時代にふさわしい豊かで活力のあるまちづくりを進めようとするもの 

図 基本方針の決定プロセス 

 

(1) 基本理念 

草津市における都市交通課題と上位計画 及び 関連計画等を踏まえると、全ての市民のゆとりあ

る生活の形成（“うるおい”、“自然との共生”）と、都市の持続的な発展の実現（“元気”、活力”）

を両立したまちが将来像として相応しいと考えられる。このことから、草津市における交通まちづ

くりの基本理念については、以下と定める。 

 

交通まちづくりの基本理念： 

「誰もがいつでも安心して移動できる 

持続可能な交通まちづくりの実現」 

 

(2) 基本方針 

草津市における都市交通課題と上位計画 及び 関連計画等を踏まえると、多様な市民ニーズ

（＝人）、地球全体からのニーズ（＝環境）、さらには、都市としてのニーズ（＝地域）をかなえ

るため、人、環境、地域の３つの観点から、交通まちづくりの充実を図る。 

 

交通まちづくりの基本方針： 

「人にやさしい交通まちづくりの実現」 

「環境にやさしい交通まちづくりの実現」 

「地域を維持・活性化する交通まちづくりの実現」 
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３.２ 目指すべき都市交通体系 

 

草津市は、国土軸である JR 東海道本線、国道 1 号や名神高速道路、新名神高速道路などの広域

交通ネットワークが整備されているが、国道１号を中心に慢性的な交通渋滞が発生しており、東西

方向のネットワークが特に脆弱である。 

このため、山手幹線の未整備区間や主要な東西方向のネットワークとなる平野南笠線の整備促進

など、国・県と調整を行いながら、今後も一層の交通機能の強化を図り、近隣都市だけではなく、

京阪神、中京地域をはじめとする広域的な連携も進めながら、通過交通の適正な分担ならびに集客

性の向上を図ることが必要である。 

 

 

 

図 広域的にみた将来の都市交通体系 
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草津市は、琵琶湖と田上・信楽山地に挟まれる地理的条件により、市街地が南北に連担しており、

特に、JR 草津駅を中心とする北部中心核と JR 南草津駅を中心とする南部中心核に都市機能が集

積している。それに伴い、南草津駅周辺や国道１号およびそれに接続する中心部の市道・県道にお

いて激しい交通混雑が発生している。 

今後は、市内ネットワークの円滑化を図る視点から、道路環境の整備、自転車ネットワークの構

築、新交通システムの導入など、様々な施策の組み合わせにより、誰もがいつでも安心に移動でき

るまちづくりを進めることが必要である。 

 

 

図 草津市内における将来の都市交通体系 


